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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

掲　示　板 （3～5月行事予定表）�
月　　日 時　　間 備　考 会　　　場 内　　　　　　　　容 

11：00～12：30 

1：30～ 3：30 

10：30～12：00 

10：30～12：00 

1：30～ 3：30 

10：30～12：00 

1：30～ 4：00 

10：30～12：00 

10：30～12：00 

1：30～ 3：00 

10：00～11：15 

1：30～ 3：00 

11：30～12：50 

1：00～ 2：15 

2：30～ 4：00 

2：00～ 2：45 

4：00～ 5：00 

5：00～ 5：30 

4：30～ 5：30 

5：30～ 6：00 

3：15～ 3：25 

4：00～ 5：30 

5：40～ 7：10 

1：30～ 3：30 

1：30～ 3：30

広報委員会 

決算法人説明会 

総務委員会 

税制委員会 

新設法人説明会 

事業（研修）・特別委員会 

書き方説明会 

厚生委員会（受託会社・連絡協議会） 

組織委員会 

決算法人説明会 

総務委員会 

監査会 

正副会長会 

理事会 

第8回健康セミナー 

女性部会・第26回定時総会 

源泉研究部会・第285回研修会 

源泉研究部会・第32回定時総会 

青年部会・第153回研修会 

青年部会・第27回定時総会 

正副会長・総務事業役員会 

第32回通常総会 

祝賀パーティー 

決算法人説明会 

新設法人説明会　　　 

法 人 会 館  

西武信金・本店 

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

法 人 会 館  

中野サンプラザ 20F 

 

 

 

署・別館会議室 

署・別館会議室 

署・別館会議室 

署・別館会議室 

 

 

 

署・別館会議室 

署・別館会議室 

講師：井上正子先生 

終了後：交流会 

終了後：懇親会 
中野サンプラザ15F　エトワールルーム 

終了後：懇親会 
中野サンプラザ15F　リーフルーム 

一般受付 3：30～ 

ご来賓　4：20集合 中 野 サ ン プ ラ ザ  
13F　スカイルーム 

中 野 サ ン プ ラ ザ  
13F　スカイルーム 

中 野 サ ン プ ラ ザ  
13F　スカイルーム 

中 野 サ ン プ ラ ザ  
15F　エトワールルーム 

中 野 サ ン プ ラ ザ  
15F　エトワールルーム 

中 野 サ ン プ ラ ザ  
13F　コスモルーム 
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

平成19年1月11日（木） 中野サンプラザ�

皆様、明けましておめでとう
ございます。皆様方におかれま
しては、大変明るく、希望に溢

れた新年をお迎えになったことと、心からお慶
びを申し上げます。
昨年５月に会長という大役を仰せつかり、皆
様に支えられ、無事新年を迎えることが出来ま
した。本当にありがとうございます。
昨年を振り返ってみますと、世相を表す漢字
ということで、「命」という言葉に象徴されます
ように、いじめによる自殺とか、飲酒運転事故、
虐待などで貴い命が奪われるということが多く
あり、大変痛ましい限りで残念に思う次第でご
ざいます。
反面、悠仁親王様がご誕生になられたという、
大変嬉しいニュースもございました。
また、政治とか経済などからみますと、責任
回避や責任転嫁など、誠に無責任なような状況
も多く見られ、今まで、伝統的にあった恥ずか
しいとか、みっともないとかという言葉が、ど
っかに失い去られてしまった感じがしてなりま
せん。
経済面だけを見ますと、昨年は海外の景気が
大変良く、輸出が大変多く増え、輸出が増えた
ことにより設備投資が増え、全体的な景気は堅
調に推移していると、マクロではそんな状況な
ようでございますが、大半がそんな実感はない
というのが正直なところだと思います。
さて、本年は亥年ですが、丁亥という年回り
になるわけで、過去の亥年を見ますと、キャサ
リン台風の関東上陸、浅間山の爆発、関東大震
災、日本海中部地震、最近では、阪神大震災な
ど、どうも亥年というのは、波乱にとんだ年の
ようでございます。
このような中で、私共法人会は新しい課題が
増えて参りまして、法人会としての役目・重要
性がどんどん高まってきております。昨年早々
に、公益法人の改革ということが謳われ、これ
に対する準備の問題もございましたし、４月か

ら新会社法が施行されました。皆さんも、定款
変更など大変ご苦労されている点も多いと思い
ます。
また、電子申告制度、e-Taxの普及と公益法人
制度の改革とリンクする問題ですが、社会貢献
という問題も出てきました。現在、中野まつり
を中心にやっておりますが、今後新しい事業を
考えていかなければならないと思っております。
理事会でも触れましたが、基本的には、支部
活動というのが非常に重要性を帯びております。
各支部の皆様や３つの部会の皆様に、事業に工
夫を凝らして頂き、徐々にですが、その成果が
上がってきており心より感謝を申し上げる次第
でございます。
多くの皆様に、先ず、法人会というものを知
って頂き、法人会が大変素晴らしい会であり、
楽しい会であって、良いなと思って頂くことが
重要だと思っております。その秘策を執る為に
も、広報委員会を初め、各委員会とも協議しな
がら進めていきたいと思っております。年末の
「拡大常任理事会」で、皆様から、新しいご提案
を頂き、今後の法人会の発展に大いに活かして
いきたいと思っております。
特に、地域の皆さんとの連携ということを重
視しながら、まずは良く法人会を知って頂き、
会員同士が相互の交流をより活発にし、より良
くお互いを知り合うということで、一人ひとり
のお顔が良く見えるような法人会を全力で目指
したいと思っております。
本年は、特にe-Taxの促進普及、税制の抜本改
革があると思いますので、それに対応する策、
そして最大の課題である会員増強の３つを重点
に進めて参りたいと思っておりますので、皆様
の、今一層のご協力を賜わればと思います。
ご来賓の皆様方におかれましては、以前にも
増して法人会へのご指導、ご鞭撻、ご支援をお
願い申し上げます。また、本日ご出席の皆様方
のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げまして新年
の年頭の挨拶とさせて頂きます。

平成18年度納税功労者へ記念品の授与
（代表して西條部会長が謝辞を…）

（功労者のお名前は、会報第152号に掲載しております。）

第5回フォトコンテスト入賞者へ記念品の授与
（受章者のお名前・作品は、折込みをご覧下さい。）
（作品は、随時会報の表紙に掲載させて頂きます。）

鈴木会長の年頭の辞
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新年明けましておめでとう
ございます。
皆様方には、ご健勝にて新
年を迎えられましたことを心
からお喜び申し上げます。
旧年中は鈴木会長をはじめ
役員並びに会員の皆様方には、
税務行政全般にわたり格別の
ご理解とご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。

また、貴会におかれましては、各種研修会や事
業活動により税知識の普及と納税道義の高揚を図
られ、特に中野まつりでは、関係団体の先頭に立
ち、積極的なご参加とご協力をいただき、心から
感謝申し上げます。
昨年一年間を振り返りますと、豪雨や竜巻の発
生など天災にみまわれた年であったほか、国税局
や税務署をかたった振り込め詐欺が多数報告され
ました。これにつきましては、国民の当局への信
頼をも揺るがしかねないことから、当局としても、
ポスターの作成や報道機関等の協力を得て広報に
努めてまいりましたが、今後も気を緩めることは
出来ないと考えております。一方で、悠仁親王殿
下の御誕生、オリンピックのフィギュアスケート
女子で金メダルなど元気を与えてくれる明るい話
題もありました。
私どもの職場におきましては、お陰様で、事務
運営も順調に推移しており、これもひとえに皆様
方の温かいご支援の賜物と感謝申し上げます。
さて、最近の税務を取り巻く環境は、経済のグ
ローバル化や高度情報化の進展に伴い、経済活動

が複雑化し、課税・徴収事案の困難化も加速して
いる状況にあります。
一方で、定員については、より厳しい対応が求
められており、こうした中で、今後の経済社会の
変化等に的確に対応し、適正・公平な税務行政を
推進していくためには、限られた事務量を効果的・
効率的に配分しながら、IT化やアウトソーシング
により、メリハリある行政を行っていく必要があ
ると考えております。
とりわけ、電子申告・納税システム（e-Tax）に
つきましては、納税者の利便性の向上に資するシ
ステムであるとの認識の下、当局における当面の
最重要課題として利用促進に取り組んでまいりま
したが、本年も目標達成に向け一層の努力を行っ
てまいりますので、皆様方のご支援をよろしくお
願い申し上げます。
なお、平成19年１月から税理士が関与している
場合に納税者ご本人の電子署名が省略できるほか、
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で作成したデータをe-Taxへ直接送信して
申告ができるなどの機能の充実・改善が進められ、
確定申告期である平成19年２月16日から３月15日
においてはメンテナンス等で休止する場合を除き、
24時間受付を行うこととしておりますので、積極
的なご利用を是非ともお願いいたします。
結びにあたりまして、平成19年が社団法人中野
法人会の益々のご発展と、会員の皆様方のご事業
のご繁栄につながる良い年となりますよう、心か
ら祈念致しまして、年頭の挨拶とさせていただき
ます。

中野税務署

渡辺署長

（第１部）新年賀詞交歓会　明るく爽やかに…

ご来賓の皆様宮坂副会長 宮島副会長 司会の秋元氏
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皆様、新年明けましておめでと
うございます。
皆様は、納税者というお立場で、
法人会活動をされているわけであ
ります。私と致しましては、税金
を集めさせて頂き、使わせて頂く
という立場として、背筋を伸ばし
緊張して、皆様にお会いをしなけ
ればいけないと考えております。
我々は、社会公共の仕事を行っ

ているわけで、その財源は、言うまでもなく皆様
の税でございます。
今、平成19年度予算編成作業の真っ最中でござ
います。明日、議長に内示を申し上げる予定です。
概ねまとまりつつありますが、史上二番目の規模
の予算を組むことになるだろうと考えております。
これまで中野区は、皆様にご協力・ご理解を頂
きながら、区の改革と財政の再建を進めて参りま
した。その結果として、財政が、ある程度改善さ
れて参りました。区の基金ですが、バブル直前で
300億弱でしたが、18年度末には、それに近いとこ
ろまで回復することができるようになりました。
そういったことを踏まえて、将来の街づくりに
向けた取組みも動き出すことになりました。例え
ば、中野駅周辺の街づくりの中で、最初に動き始
める、警察大学校跡地の街づくり・開発の問題は、
平成19年度の予算の中で、公園とか道路の建設用
地を購入するといった予算も組まなければいけま
せんし、公共施設の耐震補強もしなければいけな
いと思っております。
今、日本の社会が、安倍政権の言われているイ
ノベーションが上手くいって経済が軌道に乗るか
どうかは、やってみなければ分かりませんので、
現状では不透明な状況でございます。只、中野区
と致しましては、歩みを止めることがないような
計画を作っていかなければいけないと思っており
ます。財政的に一定の増収があるうちに、平成20
年頃までには、10か年計画にもとづいて皆様が誇
れる街、事業活動がきちんと反映出来るような基
盤をもった街、住民の活動が活き活きとするコミ
ュニティーが力を持った街への歩みを着実なもの
にして参りたいと思っております。
将来に備えた産業振興などもしっかりとやって
参りますので、更なるご理解・ご協力をお願い申
し上げます。
また、４月には区議会議員選挙がございます。
どうか、そうした区政の方向を踏まえた正しい中
野の道を選択して頂きます様お願いを申し上げま
す。
結びでございますが、法人会の皆様の益々のご
発展と企業のご繁栄、そしてご多幸を心からお祈
りを申し上げまして、私の新年のご挨拶とさせて
頂きます。本日は本当におめでとうございます。

皆さん、新年明けましておめで
とうございます。又、納税表彰を
受けられた皆様、本当におめでと
うございます。
旧年中は、鈴木会長を始め、法
人会の役員並びに会員の皆様には、
多大なご理解とご協力を賜り、厚
く御礼申し上げます。
さて、昨年末に発表されました

東京都の平成19年度の一般会計予算原案は、景気
回復に伴う企業業績を反映した、法人二税の増収
や、三位一体改革に伴う税源移譲などにより、都
税収入が前年度に比べ約８千億円の増となり、予
算規模は、２年連続で６兆円を超え、７％増の約
６兆６千億円となりました。
一般歳出は、２年連続で増加しましたが、前年
度に比べ3.7％増の約４兆３千300億円と低水準に
抑制した堅実型の予算となっています。
予算案は、10年後を展望しつつ、東京の魅力の
更なる向上を目指し、福祉・医療の充実、東京の
産業力強化、良好な生活環境の実現や都市基盤の
整備などにバランス良く財源を配分するとともに、
「隠れ借金」や「負の遺産」を解消し、将来の膨大
な行政需要に備えて、オリンピック基金を２千億
円に積み増し、スポーツ文化など３基金を新設す
るなど、税収増額分の半分を基金に充てることで、
景気の変動にも左右されない、揺るぎない財政基
盤の構築を目指しております。
また、都税の面では、固定資産税等に対する軽
減措置、すなわち商業地等に対する負担水準の上
限引き下げや、小規模非住宅用地の減免等を継続
することと致しました。また、利用可能なコンビ
ニエンスストアの範囲を拡大する等、納税者への
サービスの一層の向上を図って参ります。
本年は、三位一体改革による国税の所得税から
地方税である住民税への３兆円の税源移譲が行わ
れます。その円滑な実施に向け、納税者の充分な
理解が得られるよう、また、「電子申告」の更なる
普及と利用促進に向け、広報活動を積極的に実施
して参ります。
新年を迎え、職員一同心を新たに、適正・公平な
税務行政の推進と都税収入の確保に努めて参る所
存でございますので、皆様方のご理解とご協力を
宜しくお願い申し上げます。
結びにあたり、中野法人会の益々のご発展と、
ご列席の皆様のご健勝とご事業のご発展を祈念致
しまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。どう
もありがとうございました。

田中区長 中野都税事務所

桑原所長
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皆様の笑顔がいっぱいで…�

～ 溢れんばかりに加熱した会場 ～�

越後副会長・開会の辞�司会の白川氏�
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

『幸運くじ抽籤賞品』�
特等  ニンテンドーゲーム Wii 
１等  ニンテンドーゲーム Ds-Lite 
２等  音波式ヘアブラシ 
３等  AS YOU LIFE 
　　　　　　　合計100本 

尾身財務大臣�鈴木会長・大島全国女連協会長と…�安西会長�新春記念講演（講師：三宅久之氏）�

服部氏・閉会の辞�

（平成19年1月17日・帝国ホテル）�
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

規定により、鈴木会長が議長席に着席。横山理事・加藤理事が議事録署名人に指名され、各委員会から中
間報告と今後の行事予定の発表がありました。又、暫定予算を始め、議事全てが満場一致で可決されました。

12月13日　正副会長会・拡大常任理事会を開催 11月・12月　総務・事業（特別）・組織・厚生・広報委員会を開催

［総務委員会］（榎本委員長）
�本日の流れとして、『正副会長・総務・事
業委員合同役員会』を午後４時15分から、
『新年賀詞交歓会』を、午後４時30分受付
開始で開催する。（第１部）で納税表彰受
彰者を紹介並びに記念品授与を行う。

�科目別対比表を参考に、平成18年度・収支中間（４月～
12月）報告。会費入金状況を説明、現在予算の回収比が
90％で、未納分については３月１日付けにて再々請求する。
�平成19年度・暫定予算について説明。
�『春の理事会』を平成19年４月19日�午後１時～２時15
分、会場は中野サンプラザで開催予定。
�『第32回通常総会』を平成19年５月17日�中野サンプラ
ザにおいて開催予定。
�「e-Tax、e-LTAXの推進」並びに「公益法人制度改革」
について説明。
�平成19年度の『新年賀詞交歓会』を平成20年１月10日�
中野サンプラザにおいて開催予定。『第33回通常総会』
を平成20年５月15日�中野サンプラザにおいて開催予定。

［事業・特別委員会］（宮島委員長）
�各月別・支部別の参加一覧表を通し、平成
18年度・行事開催中間（４月～12月）報告。
特に、支部単位の事業が、大変活発に開催
されている。

�主な行事の出席状況を報告。
講演会並びに会員合同交流会、中野まつり、法人税・源
泉所得税の実務講座などの報告。
�『秋の支部役員会＆税務研修会』について報告。
�『第23回・法人会全国大会』が、山形県で開催され、中
野法人会から８名参加。明年は、９月27日・新潟県で開
催予定。
�『（税を考える週間）秋の特別講演会』は、政治ジャー
ナリストの末延吉正氏を招聘して開催し、終了後初の懇
親会も開催し大盛況であった。
�今後の行事予定として、『新入会員・特別研修交流会』
を組織委員会と共催で、平成19年２月22日、中野サンプ
ラザにて５時30分から開催予定。

［組織委員会］（宮坂委員長）
�会員増強運動月間の加入状況について、１
月５日現在での報告。
現在94社の勧奨状況にある。
廃業・休業などの理由による脱会が非常に

多い。３月まで、更に会員増強にご尽力願いたいと力説。
進発式で、各支部20社を目標にスタートした訳で、何と
しても挑戦し抜いていただきたい。現在10社以上勧奨し
ている支部は、３ツの支部。
又、勧奨カードの提出にご協力を願いたい。
�地区長制の徹底について話された。

［厚生委員会］（越後委員長）
�経営者大型保障制度等の現況と共済制度12
月末の状況について報告。
�生活習慣病健診は、来たる２月10・13・14
日に実施の予定。

年２回の実施という事で、平成19年８月２・３・４日に
も実施予定。会場は、いずれも中野ゼロ小ホール。
�法人会福利厚生制度について
＊�コクド・プリンス系ホテル・ゴルフ場。
＊週刊ダイヤモンド・予約講読＆セコム・ホームセキュ
リティーの案内。
＊春の健康セミナーを、理事会開催の後に実施予定。

［広報委員会］（木村委員長）
�発行済会報と今後の発行・来年度の方向性
について報告。
新たな企画もどんどん取り入れ定着しつつ
ある。特に第152・新年号の『署長・会長

の対談』は今回５度目で、皆様から大好評である。企業
訪問・街でホットなお店紹介も連載中。
�『第５回フォト・コンテスト』の入賞者を発表。作品は、
会場入口のロビーに展示してある。今後も、役員の皆様
から率先して応募していただきたいと力説。
また、入賞者への記念品の授与を、この後の「新年賀詞
交歓会の第１部」で行う。
�『ホームページ』で皆様の企業を無料掲載中。是非多く
の皆様にご利用いただきたい。

［税制委員会］（服部委員長）
�平成19年度・税制改正要望陳情について報
告。
平成20年度・要望事項の取りまとめスケ
ジュールについて報告。

�写真で見る・平成19年度税制改正要望書（全法連関係）
（次ページに掲載）
中野法人会は、11月に松本衆議院議員・長妻衆議院議員・
田中区長に要望書を提出しました。

本 部 だ よ り 本 部 だ よ り 本 部 だ よ り 
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―― 会員増強に皆様のご協力をお願い致します。――

安西邦夫会長、角間俊夫税制委員長、伊藤安一副会長、佐藤信夫副会長、�

竹村泰長税制副委員長、白銀和夫税制小委員長代理、大河内宏一税制委員、多田充伸税制委員、平田俊光税制委員、花岡修専務理事、木下一男事務局次長�

― 平成19年度　税制改正に関する提言 ――�
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―― 会員募集中です。（詳細は TEL 3388－6896  中野法人会事務局まで）――

務�署�だ�よ�り�務�署�だ�よ�り�務�署�税�税�税� だ�よ�り�

最近、電話や手紙で税務署員を装い、「税金を還付しま
す」と言いながら、あべこべにお金を振り込ませる詐欺
事件が増加しています。

【税務署からのお知らせ】
ある日、税務署や国税局から「納税ご返金のお知らせ」
として「取りすぎた納付金を還付したい」といった内容
の封筒が届きます。
そこには、いかにも役所らしい文書で、「下記までご
連絡ください」と連絡先電話番号が書いてあります。電
話をすると、銀行と口座番号等を聞かれ「これからお金
を振り込む手続きをしますので、現金自動預け払い機
（ＡＴＭ）のある銀行やコンビニエンスストアに着いたら、
そこからまた電話をして下さい」と指示されます。

【ＡＴＭ操作の罠】
ＡＴＭの機械がある場所まで行った被害者が、再び電
話をかけると「口座の残高照会をしてください」と言わ
れます。残高を相手に告げると、その後は、「こちらの
言うとおりに操作してください」と言われ、次々にボタ
ンを操作させられます。

【思っているのとは反対に】
電話で言われるままにボタンを操作しているうちに、
被害者は自分が今何をしているのか判然としない状態に
陥ります。その結果、お金を振り込んでもらえる手続き
をしているつもりが、自分の口座から犯人にお金を振り
込んでしまうことになります。

【そんなばかな…】
この税金還付金詐欺は、被害者本人が全く自覚のない
まま、犯人の口座にお金を振り込んでしまうというのが
特徴です。読者の皆さんは、「振り込まれているのか振
り込んでいるのかを間違えるわけがない」と思うかもし
れません。しかし実際には被害は増加しているのです。

【騙される心理】
�犯人は国税局や税務署を名乗ることでまず相手を信用
させます。
�次にＡＴＭのある所まで行かせ、自分で電話をかけさ
せます。
�更に残高照会という簡単な作業をさせます。相手の指
示どおりに実行してしまうと次の（振込む）作業を知
らないうちに受け入れ易くなってしまうのです。これ
らの簡単なことを自覚のないまま犯人側の思いどおり
に行動してしまう…社会心理学や催眠導入の理論を悪
用した手口です。

【更に新たな手口も…】
被害者宅に電話がかかり、「本日が手続きの最終日です。
手続きをされる方は９を押してください」と自動音声ガ
イダンスが流れ、番号を押すと犯人が電話に出るパター
ンもあります。
ＡＴＭの操作中に犯人側から「お金を振り込もうとし
ましたが、エラーが出てしまい、振り込めないので一旦
○○万円をこちらに振り込んでみてください。折り返し
還付金も含めてこちらから入金します」と言われること
もあります。被害者は「エラーを出して申し訳ない」と
いう負い目から弱気になって、相手の指示を断りにくく
なってしまうのです。

【騙されないために】
いかにもそれらしい名前の機関から「還付金がある」
と連絡を受けた場合、うのみにせず、必ず電話帳等で
電話番号を確認し、直接問い合わせしてみましょう。
また、税金還付金がある場合でも、税務署がＡＴＭの
操作を求めることはありません。もし相
手が「ＡＴＭのある所に行ったら電話し
てください」と言ったら、それはニセモ
ノです。すぐに最寄りの警察署に相談
するか110番通報してください。

このような内容を求める不審な電話があった場合は、指示された電話番号に連絡することなく、
最寄りの税務署まで電話等によりお問い合わせください。

（連絡先）中野税務署　総務課　� 0 3 （ 3 3 8 7 ） 8 1 1 1

な ぜ 犯人の言いなりに？
～税金還付金詐欺の手口～

※上記の記事は「広報けいしちょう（第24号）」に掲載されたものです。
http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kouhoushi/no24/koho24.htm


